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は
じ
め
に

序
論

第
一
章　

コ
ン
グ
地
方
の
村

一　

コ
ン
グ
地
方
の
農
民
／
二　

コ
ン
グ
の
地
方
の
農
業
／

三　

テ
ィ
ン
ダ
ル
村
／
四　

村
の
農
業
と
生
活
の
変
化

第
二
章　

テ
ィ
ン
ダ
ル
村
の
家
族
・
親
族
・
カ
ー
ス
ト

一　

家
族
と
イ
エ
／
二　

親
族
関
係
と
婚
姻
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

／
三　

村
の
カ
ー
ス
ト
間
関
係

第
三
章　

神
々
の
空
間

一　

村
人
と
寺
院
／
二　

マ
ー
リ
ヤ
ン
マ
ン
女
神
の
「
む

ら
」
／
三　

ア
ッ
パ
ッ
タ
ー
女
神
の
「
ク
ラ
ン
」
／
四　

マ

ド
ゥ
ラ
カ
ー
リ
ー
ヤ
ン
マ
ン
女
神
の
「
ま
ち
」
／
五　

ム
ル

ガ
ン
神
の
「
く
に
」

第
四
章　

現
代
イ
ン
ド
の
家
族
＝
親
族
・
カ
ー
ス
ト
・
宗
教

一　

構
築
さ
れ
る
「
血
縁
関
係
」
／
二　

ジ
ャ
ー
テ
ィ
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
／
三　

寺
院
の
象
徴
権
力
／
四　

現
代
イ
ン
ド

の
カ
ー
ス
ト

結
び　

「
く
に
」
と
国
家

　

あ
と
が
き

　

文
献　

索
引

●
イ
ン
ド
農
民
が
「
生
ま
れ
」
に
よ
っ
て
獲
得
し
付
与
さ
れ
る
カ
ー
ス
ト
と
宗
教
。
そ
れ
ら
を
文
化

資
本
と
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
が
い
か
に
戦
略
的
に
生
を
実
践
し
て
い
る
か
を
分
析
。

　

本
書
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
南
イ
ン
ド
の
農
村
地
帯
に

お
い
て
、そ
の
地
方
の
有
力
農
民
で
あ
る
コ
ン
グ
・
ヴ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
・

カ
ー
ス
ト
の
人
び
と
が
、
村
の
女
神
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
村
落
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
想
像
＝
創
造
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
足
が
か
り
に

村
を
越
え
た
広
い
地
域
社
会
の
ロ
ー
カ
ル
な
神
々
と
結
び
つ
き
、

コ
ン
グ
・
ナ
ー
ド
ゥ
と
い
う
カ
ー
ス
ト
の
故
郷
と
し
て
の
「
く
に
」

空
間
を
想
像
＝
創
造
す
る
こ
と
を
描
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
い
か

に
カ
ー
ス
ト
を
実
践
（D

o C
aste

）
し
、親
族
を
実
践
（D

o K
inship

）
し
、

そ
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
実
践
（D

o H
indu

）
し
て
い
る
の
か
を
明

ら
か
に
し
な
が
ら
、
現
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
家
族
・
親
族
、
カ
ー

ス
ト
、
宗
教
を
「
生
ま
れ
」
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
文
化
資
本
と

い
う
視
点
か
ら
再
考
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

…
…
第
三
章
で
は
、
村
の
人
々
の
生
活
空
間
が
、
村
の
寺
院
や

町
の
寺
院
、
地
方
都
市
の
寺
院
に
お
参
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

拡
大
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
に
お
け
る
神
々
と
の
結
び
つ
き
を
媒

介
に
し
て
農
民
た
ち
の
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
と
と

も
に
、
コ
ン
グ
地
方
の
二
四
ナ
ー
ド
ゥ
と
い
う
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
で

あ
り
な
が
ら
リ
ア
リ
テ
ィ
あ
る
「
く
に
」
と
い
う
民
俗
空
間
が
つ

く
り
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
四
章
で
は
、第
一
に
、コ
ン
グ
・
ヴ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
の「
血
縁
関
係
」

が
、
系
譜
の
連
鎖
に
基
づ
く
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
地
域
の
女
神

寺
院
と
の
結
び
つ
き
の
な
か
で
「
出
自
集
団
」
と
し
て
構
築
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、「
生
ま
れ
」
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ

る
文
化
資
本
を
共
有
す
る
ジ
ャ
ー
テ
ィ（jati

）と
し
て
の
ロ
ー
カ
ル
・

カ
ー
ス
ト
が
、
地
域
の
血
縁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
婚
姻
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
基
盤
に
構
築
さ
れ
る
が
故
に
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
も
つ
こ
と
、

第
三
に
、
コ
ン
グ
地
方
の
「
く
に
」
と
は
、
農
民
た
ち
が
、
文
化

資
本
、
社
会
関
係
資
本
、
経
済
資
本
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
資
本
を
獲
得
し
、
そ
う
し
た
資
本
を
戦
略
的
に
相
互
転
換
し
な

が
ら
生
き
て
ゆ
く
ロ
ー
カ
ル
な
生
活
世
界
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
は
じ
め
に
」
よ
り
）


